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一章 　旧石器時代のあおもり」では旧石器時代の気候や火山灰、動植物層の環境を概説し、青森県内の旧石器 遺跡を紹介する。代表的な遺跡として八戸市田向冷水遺跡などが取り上げられてい が、この時代の遺跡は少なく、当時の人々の生活や社会を復元することは至難である。ほとんど石器だけ 出土で歴史叙述がなかなかできにくい時代であり、より広い地域からのアプローチが必要なのかも知れない。
　土器出現期の資料として、日本で最古の土器といわれる外ヶ浜
















して三内丸山遺跡を中心に語られる。江戸時代から近年 での調査歴と一九九四年の保存決定 つい 述べ、遺構、遺物の概略が紹介される。八〇〇棟に及ぶ竪穴住居跡、高床倉庫と想定される掘立柱建物跡、巨大な六本柱建物跡 六〇〇基以上の成人用の土壙墓、約八八〇基の乳幼児用 土器棺（埋設土器） 、道路状遺構、盛り土（土砂や土器などの廃棄場）などの遺構群である。それらの場の使い分けを六期変遷でとらえた二〇〇二年刊行の『青森県史 　別編三内丸山遺跡』 の図も引用されている。そして膨大な土器、石器、骨角器、土偶などの土製品、石製品 ほか泥炭層からの貝類、魚類、鳥類、ほ乳類、植物など多様な食糧資源 列挙され、ヒスイ、黒曜石、琥珀、天然アスファルトなど 広域交流品につ ても述べられている。三内丸山遺跡の豊富 遺構遺物を らため 感じさせてくれる内容となっている。
　縄文時代後期は十腰内文化としてさまざまな文化要素が取り上




　次に章をあらためて、 「第三章 　弥生時代のあおもり」 展開さ
れる。遠賀川系土器（近年では東北地方のそれらは類遠賀川系器と呼ばれることが多 ）や大陸系石器の一つである柱 片刃石斧など弥生的要素の流入や、田舎館村垂柳、弘前市砂沢遺跡の灌漑型水稲耕作の様子が明 かにされている。コメだけ なくアワ・ヒエなどの炭化穀類の出土 畑作 つい 触れるとともに、縄時代以来の狩猟採集も重 な生業であったこ を述べる。そして水田稲作は洪水や寒冷化により途絶したことが書か 。
　墓について青森県内各地の土壙墓や土器棺墓の副葬品に北海道
や新潟との交流を示す遺物が入ってい から ムラ 指導的立場にあった者やシャーマン的な立場の人物 存在を想定しる。なお平川市五輪野遺跡出土 土器棺は類 と在地の縄文色の強い土器とが上下に組み合わさ お 、土器棺 岩










の特徴として記述がきわめて抑制的であり 事実の列挙 中心がおかれていることが挙げられる。それによってそれぞれの考古資料の出土遺跡が一目でわかるという大きな恩恵がある。こ は青森市内だけでなく県内の状況に筆者 が精通していたからこそ為しえたことと高く評価される。
　一方そのことが、青森市民だけでなく広く読まれる歴史叙述と
しては、少し物足りなさも感じ せ 気づいた点を三点取り上げたい。一点目として、 「文化」の扱いであ 。尖底土器文化、円筒土器文化、十腰内文化、亀ヶ岡文化の様相 より詳細に記述されているが、これらは青森の縄文時代を特徴づける時期のものであり、 強調的に取り扱われることもよくわかる。ただここでいう 「化」は日本考古学が古くから慣習的に使ってきた土器型式の区分による文化である。土器型式 発展させてその時間的空間的な定義、あ いは文化の変化の要因や連続性に言及しても良かったのではないだろうか。
　たとえば円筒土器文化は円筒下層ａ～上層ｅ式土器の時期の文
化をいい、十腰内文化は十腰内Ⅰ～Ⅴ式を使用していた時期の
化で、その間を埋めるものとして中期後葉の「大木系土器文化」や後期前葉の「前十腰内文化」が設定されている。円筒や十腰内文化についてはその構成要素についての記述はあるが、その間を埋める文化 諸要素の説明がなく、代表的な文化がどうして変化するのかほとんど語られない。円筒上層式土器の時期は帯状集落を形成し には環状集落へ変遷する 、環状集落は中期大木式土器分布圏以南 通有 集落形態であり、円筒上層ｅ式の後に 系の土器に変 することと無関係 はあるまい。そこには三内丸山的世界観の転換、イデオロギーの転換ともいうべき画期が存在していたと考えられる。歴史を学ぶおもしろみは変換期に そあると考えているのは評者だけであろうか。
　二点目は各時期の比較があまりないことである。それぞれの時
期の遺構や遺物が紹介されるが、各期 特徴は読者が前後の時期と比較して読み取るしかない記述となっている。たとえば土偶変遷で中期の板状土偶から後期の写実的 偶へ 変化がある 、ほとんど説明されていない。比較がないため何が変わって何が踏襲されるのかがぼやけているので 。
　三点目として、三内丸山遺跡に対する評価である。この遺跡は
保存決定前後にマスメディアによって全国的に大きく取り上げられ、地域に強い誇りをもつ津軽人気質や地元の熱意とが合わさって保存決定されたことは周知の通りである。一九七二年の高松塚古墳の報道以来マスメディア 埋蔵文化財への関心は高まり、過熱気味の報道（その帰結点の一つが前 旧石器捏造事件）丸山遺跡の過大評価を誘発し、 「縄文都市」などの言葉 生まれた




りした。また集落変遷などについても個別の遺構分析のデータや総括が提示されることなく、結論だけが一人歩きしている風潮もみられた。それに対し冷静 分析から遺跡の理解を進めようとする立場の研究者も少なくなかった。日本の代表的遺跡あるいは縄文の代名詞ともなっ 三内丸山遺跡について、その保存前後の動きを総括するこ この遺跡の理解 評価に大きくつながるのではないだろうか。
　　二 　古代の記述　「第一章 空白 エミシ時代」では、まず古墳時代の東北南部以




軽で竪穴住居が次第にみえ始め、九世紀後半以降に増加することが豊富な史料をもとに描かれる。この時期の土器製作の動きとして轆轤技術の導入やタタキ調整の轆轤成形平底甕（底部砲弾形の出羽型甕は津軽ではみられないとされるが 弘前市境関館遺跡出土例がある） 、口縁部に多状沈線をめぐらす甕の出現が挙げられている。土器の変化に注目するのは単に器が変わることだけでなく、技術導入の契機となった きごと 製作者の移動、交流など社会の変化を反映したものであることが多いからであるが そ あたりにも言及してほしかった。
　一〇世紀前半に降灰した十和田ａ火山灰（九一五年）と白頭山
火山灰（九三七・九三八年） 前後 集落 さ に増える 、その様子が青森市浪岡地区の野尻遺跡群、青森平野南東部、北西部、東部ごとに紹介されており、各地域の様相がよくわかる。
　生業の展開として、農耕、漁撈、馬産、狩猟採集、木工・杣、製鉄、
土器生産、鉄生産の様相がそれぞれ数多くの遺跡や遺構、遺物から語られている。詳細は省く 、このような人口 急増と生業の大きな展開が「大開発時代」といわ るゆえんであろう
　南北双方からの交流についても整理され、八世紀には須恵器、
刀子、玉などが南からもたらされ、その流入ルートとして や陸奥からの内陸部ルート、日本海沿岸を飛び石状に伝う日本海沿岸ルートが想定されている。九世紀になると南から轆轤成形の土師器、須恵器、出羽型甕、墨書土器、石帯、銅鋺、銅鏡 横櫛律令的祭祀遺物などが流入するようになる。





する。この擦文土器を全県的にまとめ、時期ごとの地域性を明らかにした上で、その流入経路として太平洋・陸奥湾沿岸ルートと日本海沿岸・岩木川ルートを想定する。前者は道央・道北部と連携し、後者は道南西部と結びついていたとされる。擦文土器 出土は、鉄を中心とした生産物を北海道に、昆布、鮭、鷹や鷲の羽、獣皮類が北海道 ら輸入した海峡交易の結果 いる。なお陸奥湾岸・岩木川両地域とも同じ交易品であったのか、 た地域性が生じた理由が何だったのか説明がなくやや物足りない。擦文土器の製作者については土器自体が渡来、 北奥に住んでいた擦文（系）文化の人々の製作、交易滞在の擦文文化の人々が北奥で製作し可能性を指摘している。
　史料からみた坂上田村麻呂伝説や元慶の乱も津軽との関わりで





る。一〇世紀の半ば以降、青森県などで土器や建物などに独自性が出始め、防御性集落が出現するようになるが、このことと自らの利益確保を重視する中央貴族が北奥に関心をもち始めたも関連させ そしてこ 種の遺跡 調査研究史（一八九〇一九九六年まで）や北海道 チャシ分類を準用した集落の分類が行われる。これ 集落の一部を区画する上 型、全体 区画する津軽型という分類が研究者 間ではよく知られているが、その違いの要因として馬産と米作という生業 違いか 階層差の開きに差があった可能性を指摘している。
　集落の防御性について、弥生時代や中世にみられる戦争の特徴（武器、戦士の墓、武器の崇拝）が北奥では稀薄であることから、一部研究者が提示している「戦争の時代」は否定されるという。かわって北方世界との交流による軋轢によるとの考えを明らかにしている。軋轢は北奥の集落と受領国司と 間、ある は集落相互におこったとされる 、交易が盛んになること 軋轢が激化することの因果関係についてもう少 説明がほ い。なおこ 前後の記述に「北方世界から都への貢納物」や「地元の豪族を登用しての奥郡支配」とあるが、北方世界が直接都へ貢納 た か、また豪族登用がどのような形だったのか、示され ない点 気になる。







祭祀遺物が整理され記述され い 墨書 中では特に「夷」字に似る「人」 「三」が合わ ったような文字を取り上げ、 「奉」などの省略形とする平川南氏の説を支持してい 祭祀遺物では九世紀の土馬や吉祥文字、青森市新田（１） ・ （２）遺跡 一〇～一一世紀の物忌み札、斎串、形代、仏像部品、各地の密教法具や錫杖状鉄製品などの出土状況が説明されている。それら まとめとして、青森県内では仏教、陰陽道 神道的な要素が並存した神仏習合の状況が想定されている。また日本海の島嶼を中継 地域間交流が活発に行われ、日本海沿岸地域に独特 文化や風土をつくり出されたことも概観
　第Ⅱ部全体を通してみると、歴史叙述として各種史料や考古資




東北北部の住民も「エミシ」ととらえて ると解され、第二章でも古墳時代併行期以降の社会を「蝦夷」社会とする（三七三頁） 。これは蝦夷の登場を四世紀とす 新しい見解であ 。蝦夷概念が確定するのは六世紀後葉である 、それ以前の人々を蝦夷（＝エミシ）と呼んで良いものか。仮に東北北部で独自 文化 有していたとして四世紀から「蝦夷」あるいは「エミシ」と呼んだ場合、四世紀に大形前方後円墳を築造していた仙台平野では六世紀に蝦夷国境が策定されるので、蝦夷（ある は概念）は北から南下したことになってしまう。これまで 夷研究の成果と大きく異るので、その説明が必要であろう。
　次に北緯四〇度論である。九世紀初頭に蝦夷集団の住む領域が
北緯四〇度以北に固定されたとあ が、北上盆地や秋田平野 横手盆地などの住民は公民化し、蝦夷とは ばれなくなった ように受け取れる。その後も一 半にわたって秋田城・胆沢城・払田といった城柵が存置される は公民化しない蝦夷を支配すために必要な施設、組織であったからであり、北緯四〇度は蝦夷と国家側の境界線とはなっていない。
　北緯四〇度論は富樫泰時氏の旧石器時代から古代まで続く東北




北部の文化境界線論を嚆矢とする（富樫一九七四「円筒土器分布圏が示すもの」 『北奥古代文化』第六号） 。これについては、地域差が生じた原因を時代ごとに検証せずに歴史の時代区分を固定化して解釈される危険性、北緯四〇度を超えた文化 動態が過小評価される危険性、さらに地域差が一本の線で画されるものではなく接壌地帯はモザイク状やグラデーション状の様相を呈する が一般的であることを指摘したことがある（拙稿二〇〇六「北上盆地からみた東北北部の古代社会」 『北の防御性集落と激動の時代』同成社） 。
　　三 　中世の記述　中世編は奥六郡安倍氏の時代から江戸時代初期の青森港開港ま
でが扱われる。 「第一章 　平泉・鎌倉世界の北上と在地勢力の拡大」では、安倍氏の性格と前九年合戦の経緯が描写 。安倍氏は北の世界の保護者でなく、鎮守府在庁として軍事貴族との姻戚関係を結び、在地支配を強めていったと解釈する。安倍富忠についても安倍氏の族制結合の一員と位置づけている。
　延久北奥蝦夷合戦、後三年合戦を経て藤原清衡が平泉に本拠を
定めるが、この間に青森県域に津軽 どの郡制が施行される。それらが陸奥国へ属することについて、海路ではなく南の陸上交通路にした って延久合戦 兵が進み、そ に伴って大量の移民も行われたためとし いる。そ 時期は後三年合戦前 清原真衡の一一世紀後半あるいは北奥の新体制を築いて った藤原清衡の一二世紀初めの二説を紹介し、結論は防御性集落 終末と合わせ
て考えるべきとしている。
　文治五年の奥州合戦では津軽安藤氏の同族と思われる人物の活
躍によって平泉藤原氏も源頼朝軍によって滅亡させられるが、藤原氏は白河から外浜までの奥大道を整備していた。北奥の道筋の遺跡として秋田県大館市矢立廃寺（居館の機能も想定）から青森県平川市古館遺跡（一一世紀）を経て 鰐町伝高伯寺跡に至る。そこから東西ルートが分岐し、東の乳井通り沿いには八幡館遺跡、大光寺城・大光寺新城、浪岡城など一二世紀の遺構遺物が確認される遺跡が並ぶ。西側ルートは弘前市堂ヶ平 塚から中崎館などの遺跡を結ぶルートで、東西ルートは浪岡城 合流 、外浜 入ると想定される。奥大道の具体的な通過地点を遺跡から想定したもので、興味深い。
　鎌倉時代に入り、奥羽両国に郡の地頭がおかれ、鎌倉後期には
津軽平賀・田舎・鼻和・山辺郡は北条得宗領となり、曽我・工藤・横溝氏などの地頭代の名が梵鐘銘や板碑にみえる。外浜は土着の豪族安藤 の所領とみられている この外浜が中世 おい 東の境界として怪異 出現、追放する場とみられていたことや犯罪者や穢れの追放する境界と位置づけられていた となどが解説される。
　津軽安藤氏の自己認識について、他の中世豪族と異なり、蝦夷
を支配するものは蝦夷であ という蝦夷系譜と、北奥の覇者である安倍氏に連なる安倍氏系譜という二つ 系譜を同時にもっていた。それは自らの北方世 ないし蝦夷支配 よりどころとするためという。安藤氏の地位を示す「蝦夷管領」 （本来は北条得宗家の

















立し、十三湊の下国安藤氏とと に二系統の蝦夷管領が存在すこととなる。下国安藤氏は「日の本将軍」との呼称 冠せら るようになり 繁栄ぶりがよく述べられている。
　明応年間、戦国時代が始まると北奥は十三湊の下国安藤氏、秋











ており、外浜は堤浦（包宿）や横内を中核 南部氏が支配し、北浜は浪岡氏の傘下におか ていたこととされる。浪岡 の系図的検討も為されている。
　北浜の大きな拠点として油川も大きく取り上げられる。中世奥
大道の終着点であると同時に夷島渡航 出発点であった国境の町であった油川は、その重要性ゆえ大浦為信が手中におさめようとしたとしている。油川は商人の町として浄土真宗寺院などが建られた都市部と一．六㎞離れた油川城の二元構造からな 。油川城は広々とした単郭 城で 交易で訪れた蝦 に対する儀礼 場であったと考察する。
　そして大浦為信の出自や施政を紹介し がら、津軽に基盤を確




条氏が推し進め、安藤氏もそ 実践が求められ、寺院を天台宗から真言宗に改宗させたとする。 れが宗教的トラブルを引き起こし、文永五年（一二六八）の蝦夷の反乱へつながった する。
　以上、中世を概観してきたが、評者は中世の門外漢であり、そ
れらの記述には一言一句教え れることばかりで、安藤氏や津軽氏の動きを十分 知ることができた。その中で若干気づい 点を述べたい。まず大浦（のち津軽）為信が反乱者（六二六頁） 、侵入者（六二九頁）ととらえられていることであ 。近世には津軽氏の領内であった青森市の市史としてこの表現は一種驚き あ が、それはさておき、一方に与する表現は近年 歴史学では避けられることが多い。いうまでもなく反乱や侵入は史書が残されている側の一方的な見方を示し、あるいは現代では当たり前の平和主義からの見方であったりする。
　また南部氏の扱いで、津軽に古くから展開する南部氏が三戸南
部氏として描かれていることであ 三戸南部氏の台頭時期については諸説あり、近年 は戦国期など比較的新しい時期からの台頭が われることが多くなっている 発掘調査からも根城 八戸）






新であるが、方法論的には違和感がある。古代国家が蝦夷の地への侵出と仏教や神道の北進と 不可分で ことはある程度理解できるものの、 「伝説も歴史のうち」として、寺社の創建年代や創建者について寺伝等を未検証 まま採用している。考 学的資料からは八世紀末～九世紀初頭の仏教 徴証は田村麻呂が「征討」対象とした地域にはみられないこと、そのはるか北に位置する外浜では蝦夷集落そのものが稀薄であること、九世紀後半～一〇世紀の北奥では錫杖状鉄製品や耳皿 祭祀遺物など、内国の仏教、神道とはかなり変形した形で入ってき ることも本書で述べられている通り ある。
　ただ筆者が言わんとするところは史実の如何ではなく、伝説を
含めた中から古代蝦夷社会の宗教観を理解し、 は宗教による「脱夷」の効能を論証しよう するところにあるのだろう。所論が広く受け入 られ ために 、歴史学や考古学的手法との突き合わせ作業が課題であ 。
　全体を通してみて、考古資料や系図などの史料の取り上げ方が




てしまった。限られた時間の中より多くのこ を伝 たいと奮闘して書き上げられ ものであることは随所 感じられる。そういった各執筆者がこだわっ であろう記述や書評で取り上げるべき新たな論点を理解せずに、枝葉末節の評になったことは評者の学の浅さによるもので、ご寛恕をお願いしたい。
　最後に、本書の多くのすぐれた点のうちいくつかを記して、拙
文を閉じさせていただきたい。まず自治体史 刊行を継続事業として進めていることへ敬意を表したい 評者の住む岩手県や盛岡市では数十年前に自治体史が編まれたが、発掘調査資料 膨大な蓄積、史料の新発見や閲覧可能化により基礎資料が大幅に増えているにもかかわらず、一向 旧稿をあら める気運はなく、古記述に甘んじなければならない状況である。その意味からも青森市はじめ自治体史の編纂が行われてい ことは羨望でさえある。
　また最新の知見が集成されていることの意義は大きい。既に資
料編で多くは収録されているが、本巻で青森市内はもちろん県内








森市やその周辺の歴史バイブル して多く 読者に読みつがれていくことであろう。（二〇一一年三月刊 　Ａ５判 　七五八頁＋付図 　頒布価格六九三〇円 　青森市）
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